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Wilderness（ウィルダネス）を辞書で
引くと、『荒野、原生自然、人の手の及
ばぬ自然』といった意味があります。ア

メリカ人に、Wilderness と Nature の違いを尋ねると、
ヨーロッパ人が移住する前のアメリカ大陸は、すべて
が手つかずの自然であり、それこそが Wilderness であ
るということです。この点から日本人にはちょっと理
解しづらい自然を表す言葉の一つといえるかもしれま
せん。 

日本語の「自然」は、Nature に対する訳語として明
治時代につくられたそうです。その後「自然」という
言葉が、Wilderness や Nature などすべてをひっくるめ
て使われてきました。しかしながら、日本人も古くか
ら、山岳地帯などの過酷な自然環境に対して、独特の
感性を持っていたことも確かです。死者の魂は山に登
り、そこには神が宿ると信じられてきました。修験道
の霊山は、どれも地形的、気
候的に厳しいところばかり
です。同じ自然でも、一線を
画す何かがそこにあったの
ではないでしょうか。おそら
く我々の精神の中にも、自然
に対する畏敬の念や信仰な
ど、日本人特有の Wilderness
観があったのかもしれませ
ん。 

このニュースレターのタ
イトルを Wilderness とした
理由は、われわれカウンセラ
ーユニオン（ＣＵ）が、目的
やスキルの差によって活動
する自然環境の程度に差は
あるかもしれませんが、その
先は常に手つかずの大自然
ウィルダネスが待っている
ことを忘れずにいてほしい
気持ちからつけました。こういった気持ちが、身近な
自然を尊ぶ気持ち、仲間やキャンパーを大切にする心、
そして、常に成長し、よりよいキャンプをつくってい
こうとするチャレンジ精神につながるように思います。 
 
 
○ＣＵロゴ募集 
  現在ＣＵのロゴを募集しています。
幼少研のロゴに負けないような、ＣＵ
を象徴するロゴに決まれば、と思いま
す。応募方法は次の通りです。 
 
応募先： 
データ媒体の場合      s0810697@u.tsukuba.ac.jp 
紙媒体の場合    上記事務局へ郵送もしくはＦＡＸ 

応募締め切り：２０１１年２月２５日（金）必着 
備考：著作権を侵害しないように十分に注意して下さ
い。応募いただいたロゴは作者に相談の上修正、加工
させていただくことがありますのでご了承ください。 
 
○次号のメンバー紹介にご協力下さい！  
  ニュースレター２月号では、所属メンバーをお知ら
せしたいと思います。それに伴い、２月１８日（金）
までに以下の内容を佐藤（s0810697@u.tsukuba.ac.jp）
までお知らせ下さい。 
・名前＆キャンプネーム 
・所属、学年 
・自己紹介、一言（100 字以内） 

 
 
○ファジアーノ岡山 

ウィンターキャンプ報告 

Ｂｙふゆりん 
  2011 年 1 月 15 日~17 日、岡
山県蒜山高原にて、地元Ｊリー
グチームである「ファジアーノ
岡山」の雪中キャンプ指導に行
ってきました。バクさん、ヤム、
よっちんと私のＣＵメンバー4
名に加え、以前花山キャンプの
カウンセラーだった大阪体育
大学の伊原先生（モンゴル）と
その学生３人の合計 8 名でス
タッフとして参加しました。内
容は豪雪の蒜山登山を２泊３
日で行う移動型のキャンプで
した。今年の山陰地方は観測史
上最高の積雪で、大変過酷な雪
山登山となりました。腰まで埋
まる雪の中をサッカー選手が
一人ずつ先頭に立って掻き分
け（ラッセルと呼びます）、進

みました。プロのサッカー選手でも１ｍ進むと疲れ果
ててしまうほど、ハードな登山でした。なかなか前に
進めない状況に悪天候も重なり、目標であった蒜山登
頂は果たせませんでしたが、選手全員が一丸となって
深雪の中を進んだことで、チームの団結力がいっそう
高まったように感じました。今回、雪中キャンプの指
導は初めてでしたが夏の花山とはまた違った魅力を感
じることができました。これからも寒さに負けず雪の
大自然にもどんどん飛び出していきたいと思いました。 
  岡山放送で放映された特集が YouTube にアップされ
ていますので是非見てみて下さい。バクさんもインタ
ビューされています。 
 

www.youtube.com/watch?v=yUGm9ZyxLNI 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○2011 年 2 月月例会 
 

 2 月月例会を次の通り開催します。 
日時：2011 年 2 月 27 日（日）13:00~18:00 
場所：幼少年キャンプ研究会事務局 
（つくば市大曽根 3765-4/つくバス北部シャトル大穂
庁舎下車徒歩 5 分） 
内容：設立総会、幼少年キャンプ研究会の歴史と成果、
つまごいスキーキャンプニュースレター発送、設立パ
ーティー 
出欠：2 月 18 日（金）までに佐藤冬果（080-1211-8971 
/fuyu-sato.0103@docomo.ne.jp）に必ず出欠の連絡を
して下さい。 
参加費：1000 円程度（パーティー代） 

 
○第 1 回アルペンスキー研修合宿 
 
 つまごいスキーキャンプに向
けて次の通り、アルペンスキー
の研修合宿を行います。 
 
目的：アルペンスキーのスキル
アップ・指導力の向上・パルコ
ール嬬恋スキー場の理解 
日時：２０１１年 3 月５日（土）
９：３０東海大学嬬恋研修セン
ター集合~２０１１年 3 月６日
（日）１６：３０東海大学嬬恋
研修センター解散 
場所：パルコール嬬恋スキー場 
宿泊：東海大学嬬恋研修センタ
ー（群馬県吾妻郡嬬恋村大字干
俣 2401/  0279-96-1211 
/www6.ocn.ne.jp/̃tokai.tc） 
対象：ＣＵ会員及びＣＵ会員の知人でスキー指導に興
味がありパラレルターン以上の技術を有するもの  
内容：スキルアップクリニック・つまごいスキー検定
目合わせ・指導法・バリエーション研修・スキー技術
講義 
参加費：１５０００円（１泊 2 食付き宿泊費・リフト
代・保険を含む） 
※参加費に交通費・昼食 2 回分は含まれていません。 
申込：佐藤冬果（080-1211-8971） 
振込先：  
ゆうちょ銀行からの振り込みの場合 
【記号】  １０６５０ 
【番号】  ３６９３７３９１ 
その他金融機関からの振り込みの場合 
【店名】  〇六八（ゼロロクハチ） 
【店番】  ０６８ 
【預金種目】  普通預金 
【口座番号】  ３６９３７３９ 
口座名義：カウンセラーユニオン 
〆切：２月２７日（日） 
備考：１）プログラムは天候等の理由により変更する
ことがあります。２）レンタルが必要な場合は各自手
配して下さい。３）交通手段は参加者が決定した後に
調整します。 
 

○つまごいスキーキャンプスタッフ募集 
 
  幼少年キャンプ冬のメインイベントつまごいスキー
キャンプのカウンセラーを募集します。 
 
日時：2011 年 3 月 26 日（土）~3 月 29 日（火） 
場所：パルコール嬬恋スキー場 
宿泊：東海大学嬬恋研修センター 
参加者：小学校 3 年生~高校 3 年生 
カウンセラー条件：大学 1 年生以上のＣＵ会員 
※希望者はできる限りアルペンスキー研修合宿に参加
して下さい。 
指導内容：アルペンスキー指導、宿舎生活指導、バッ
クカントリースキー指導 
申込：岡田成弘（080-5642-4028） 
 
○今後の月例会・研修合宿の予定 
 

・ 3 月月例会 
3 月 21 日（月祝）に計画していま

す。雪上活動に関するスキルアップや
つまごいスキーキャンプの最終準備
を考えています。 
 
・第 2 回バックカントリースキー
研修合宿＆花山温泉ツアー 
  2011 年 4 月 29 日（金祝）~5 月 1
日（日）に青森県八甲田山にてバック
カントリー研修合宿を予定していま
す。それに続く、5 月 2 日（月）夜~
5 月 5 日（木祝）に我らがふるさと花
山で山菜温泉ツアーを予定していま
す。詳細は、きまり次第お知らせしま
すので予定を空けておいて下さい。 

 
 
 
○書籍紹介 
 
ブナ林に生きる~山人(やまんど)の四季~ 
太田威、平凡社、2900円 
  四季折々にさまざまな産物をもたらす恵みの森、ブ
ナ原生林。山人=山住みの人びとがブナ林の自然と調和
しながらおくってきた「森の生活」を、みちのくの山
里から伝えます。花山の森や生活がちょっと違った視
点で見えてくるかも知れません。 
 

 
 
  無事にＣＵニュースレター第 1 号を
発行することができました。高校時代、
新聞部で大活躍していた(!?)時代が懐
かしく思い出されました。これからこの

紙面が、みなさんの活躍の報告で埋め尽くされると思
うとワクワクします。ＣＵは、みんなでつくる手作り
の団体です。これからニュースレターの記事や編集も
手伝って下さいね。こういう事を載せたい(載せて欲し
い、だけじゃありません。「載せたい！」こそ大募集で
す)という意見もお待ちしています。皆で読んでいて楽
しいニュースレターにしていきましょう。 
(By ふゆりん) 

 

 

 




